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建物の性能を評価する際に、以下の項目を設定しました。 

①安全性（耐震性） 

②老朽化状況（築年数） 

③大規模改修の実施状況 

④バリアフリー対応状況 

⑤維持管理の効率性 

各項目に対して、建物性能比較に基づく点数化を行い、レーダーチャートによる比較を行うことで、想

定される課題ごとに各施設を分類しました。 

なお、複数の建物で構成されている施設の建築年度については、主要な建物（学校校舎、保育園

舎、公民館の本体等）のうち、最も古い年度を採用しました。 
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【上記 5項目の分類について】 

①安全性(耐震性)：施設の建築年度や耐震診断結果等から、上記の基準で3段階に分類。 

②老朽化状況(築年数)：施設の築年数から、築 15年未満、修繕等の目安となる築 15年以

上、大規模改修等の目安となる築 30年以上の基準で3段階に分類。 

③大規模改修の実施状況：施設の建築年度や大規模改修の実施状況から、上記の基準で 3

段階に分類。 ※建物の躯体、外壁、屋上に関わる改修を対象とします。 

④バリアフリー対応状況：エレベーター、自動ドア、玄関スロープ、障害者用トイレ、歩行者用手すり、

点字ブロックの6項目の設置状況から上記の基準で3段階に分類。 

⑤維持管理の効率性：工事請負費を除く施設の維持管理に係る経費（人件費、光熱水費、修

繕費、賃借料、委託費等）から、延床面積 1㎡当たりの費用を算出し、用途内平均値の70％

未満の施設を「3（効率的)」、70％以上 130％未満の施設を「2（平均的)」、130％以上の

施設を「1（非効率)」として評価。 

 

【建物性能の類型化について】 

 ̧以上の①～⑤までの各項目に対して、1点～3点までの点数化を行い、各項目の特徴に応じて

分類（類型化）。 

 ̧各施設を8つにグループに類型化し、類型ごとにレーダーチャートで表現することで、施設ごとの建

物性能面の課題を可視化しました。 
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新耐震基準 不要（築30年以内）

耐震改修済 大規模改修済

2 耐震計画有り 築30年未満 改修計画有 3項目設置済
同一機能内

平均の70%以上130%未満

1 上記以外 築30年以上 上記以外 2項目以下の設置
同一機能内

平均の130%以上

4項目設置済
同一機能内

平均の70%未満

ランク定義

3 築15年未満
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類 
 

型 
 

① 

大きな課題のない施設 

評価内容  

 建物性能が良好で大きな課題がみられな

い施設 

 

振分基準 

「安全性」、「老朽化状況」が3で、それ以

外の項目3つのうち2以上が1つで、残りは

3の場合 

類 
 

型 
 

② 

機能面で改善の余地がある施設 

評価内容  

安全性、老朽化は問題ないが、バリアフリ

ーやコスト等ソフト面で改善の余地がある施

設 

振分基準 

「老朽化状況」が3、「安全性」が2以上

で、それ以外の項目に2、1が含まれる場合 

類 
 

型 
 

③ 

修繕等の検討が必要となる施設 

評価内容  

 安全性は問題なく、改修不要又は実施

済だが、修繕等の検討が必要な施設 

振分基準 

「安全性」が3、「老朽化状況」が2の場

合 

類 
 

型 
 

④ 

老朽化が進行している施設 

評価内容  

 安全性は問題なく、大規模改修は実施

済だが、修繕等の検討が必要な施設 

振分基準 

「安全性」が 3、「老朽化状況」が 1で、

「大規模改修」が2以上の場合 

0

1

2

3

①安全性

(耐震性）

②老朽化状況

(築年数）

③大規模改修

の実施状況

④バリアフリー

対応状況

⑤維持管理

の効率性

0

1

2

3

①安全性

(耐震性）

②老朽化状況

(築年数）

③大規模改修

の実施状況

④バリアフリー

対応状況

⑤維持管理

の効率性

0

1

2

3

①安全性

(耐震性）

②老朽化状況

(築年数）

③大規模改修

の実施状況

④バリアフリー

対応状況

⑤維持管理

の効率性

0

1

2

3

①安全性

(耐震性）

②老朽化状況

(築年数）

③大規模改修

の実施状況

④バリアフリー

対応状況

⑤維持管理

の効率性
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類 
 

型 
 

⑤ 

大規模改修等の検討が必要な施設 

評価内容  

安全性は問題ないが、築 30年を経過

し、大規模改修や建替え等の検討が必要

な施設 

振分基準 

「安全性」が 3、「老朽化状況」が 1で、

「大規模改修」が1の場合 

類 
 

型 
 

⑥ 

耐震予定・老朽化対策が必要な施設 

評価内容  

 耐震改修を予定しているが、老朽化が進

行し大規模改修や建替え等の検討が必要

な施設 

振分基準 

「安全性」が2、「老朽化状況」が1の場

合 

類 
 

型 
 

⑦ 

耐震性の確保が必要な施設 

評価内容  

 新耐震基準以前に建築され、安全性の

確保が必要な施設 

振分基準 

「安全性」が1、「大規模改修」が2以上

の場合 

類 
 

型 
 

⑧ 

耐震性の確保・老朽化対策が必要な施設 

評価内容  

 安全性の確保に加えて、老朽化が進行

し、大規模改修や建替え等の検討が必要

な施設 

振分基準 

「安全性」、「老朽化状況」、「大規模改

修」が1の場合 

0

1

2

3

①安全性

(耐震性）

②老朽化状況

(築年数）

③大規模改修

の実施状況

④バリアフリー

対応状況

⑤維持管理

の効率性

0

1

2

3

①安全性

(耐震性）

②老朽化状況

(築年数）

③大規模改修

の実施状況

④バリアフリー

対応状況

⑤維持管理

の効率性

0

1

2

3

①安全性

(耐震性）

②老朽化状況

(築年数）

③大規模改修

の実施状況

④バリアフリー

対応状況

⑤維持管理

の効率性

0

1

2

3

①安全性

(耐震性）

②老朽化状況

(築年数）

③大規模改修

の実施状況

④バリアフリー

対応状況

⑤維持管理

の効率性
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事業運営や保有にかかる維持管理経費について、用途分類ごとに以下の項目で比較を行います。 

① 延床面積（1㎡）当たりコスト 

② 利用者（児童数、園児数、施設利用者数、入居戸数等）当たりコスト 
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項 目 説 明 

人件費 施設の運営等にかかる人件費 

光熱水費 燃料、電気、ガス、水道使用等にかかる費用 

修繕費 工事等大規模なものを除く施設の修繕にかかる費用 

使用料・賃借料 借地の賃借料等の費用 

委託料 
事業運営にかかる費用（事業委託費）や保有にかかる費用（除草、

保守点検等） 

その他 補助金、通信運搬費、原材料費、備品購入の費用等 
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施設の利用状況や稼働状況について、以下の項目で整理します。 

① 在籍者数（児童、生徒）の推移及び比較 

② 利用者数、入居戸数の推移及び比較 

 

 ─ ⌐≈™≡ 

用途分類 説 明 

学校教育系施設（小学校、

中学校） 
「過去 5年間の児童・生徒数の推移」による比較 

子育て支援施設（保育所、

児童クラブ） 
「過去 5年間の児童数の推移」の比較 

スポーツ・レクリエーション系施

設、保健・福祉施設、社会教

育系施設 

「過去 5年間の施設利用者数の推移」による比較 

公営住宅 「過去 5年間の入居戸数の推移」の比較 
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 ̧学校教育系施設は、小学校が4施設、中学校が１施設の、計５施設が配置されています。 

 ̧施設全体の延床面積は、18,997ｍ2であり、町が保有する公共施設(建築物)延床面積

全体の34.7%を占めています。 

上毛中学校 

友枝小学校 南吉富小学校 

西吉富小学校 唐原小学校 

耐震

有無

友枝小学校 4 2,755 7 1990 31 鉄筋コンクリート造 2 有り

南吉富小学校 4 2,871 〇 10 1987 34 鉄筋コンクリート造 4 有り

唐原小学校 4 2,962 7 1988 33 鉄筋コンクリート造 3 有り

西吉富小学校 5 2,885 1 1987 34 鉄筋コンクリート造 0 有り

中学校 上毛中学校 7 7,524 〇 5 1970 51 鉄筋コンクリート造 2 有り

24 18,997 0 2 － － － － － －

分類 施設名称

施設情報 代表建物情報

建物

棟数

延床面積

(m 2)

指定

管理

避難所

指定

合計

バリアフリー※）

（対応項目数）

建築

年度

経過

年数
主体構造

バリアフリー

（対応項目数）

小学校

※）建物毎のバリアフリー対応項目数を施設で合計した数
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出典：国土地理院タイル（単色地図）に施設位置を追記 
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平成28年平成29年平成30年令和1年 令和2年 平均

友枝小学校 93 89 88 96 92 92

南吉富小学校 137 134 136 153 165 145

唐原小学校 72 72 69 69 71 71

西吉富小学校 111 123 130 128 122 123

中学校 上毛中学校 229 230 209 219 207 219

用途 施設名称
児童・生徒数(人）

小学校

 

上毛中学校は、築 30年以上を経過しており、老朽化が進行しています(類型④)。 

友枝小学校、南吉富小学校、唐原小学校、西吉富小学校は、修繕等の検討が必要です(類型

⑤)。 
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 過去5年の平均児童・生徒数は、小学校で71~145人、上毛中学校で219人となっています。 
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類型④ 老朽化が進行している施設

上毛中学校

安全性は問題なく、大規模改修は実施済みだが、修繕等の検討が必要な施設

0

1

2

3

①安全性

(耐震性）

②老朽化状況

(築年数）

③大規模改修

の実施状況

④バリアフリー

対応状況

⑤維持管理

の効率性

類型⑤ 大規模改修の検討が必要な施設

安全性は問題ないが、築30年を経過し、大規模改修や建て替え等の検討が必

要な施設

友枝小学校、 南吉富小学校、 唐原小学校、 西吉富小学校

0

1

2

3

①安全性

(耐震性）

②老朽化状況

(築年数）

③大規模改修

の実施状況

④バリアフリー

対応状況

⑤維持管理

の効率性
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 過去 5年の児童・生徒１人当たりコストは、平均で109,017円/人、延床面積当たりコストは、

平均で3,850円/㎡となっています。 
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上毛中学校教室棟は老朽化が進行しており、施設の更新を検討することとなっています。他の施設・

建物については、計画的な保全・管理により中寿命化を図る計画です。 

 

 ( )  

 

 

 

  
教室棟

を見据える。

更新

を検討

・老朽化が進行しており（劣化指数82)、耐用年数(47年）を経過してい

るため、施設の更新を検討する。

・現在発生している劣化については、費用対効果や更新時期も踏まえ適切

な対応を実施する。

体育館
を行う

80年

・サビ汁、亀裂等に対する鉄筋腐食調査等を実施し、必要な処置を講じ

る。

・階段の滑り止め等の危険個所については、早急な対応を行う。

校舎
を行う

80年

・外壁、屋根について補修を検討する。

・トイレ、排水の改修を検討する。

・故障した空調等の修理、交換を行う。

・将来的に児童・生徒の減少が見込まれる場合は、適切な施設の規模とな

るよう努める。

講堂
を行う

80年
・軒樋の滞水について、排水の点検等、必要な処置を講じる。

図書室（旧南

吉富放課後児

童クラブ）
を行う

60年

・令和3年度から小学校の図書室として活用する。

普通教室棟・特

別教室棟 を行う
80年

・トイレ、排水の改修を検討する。

・計画的な補修を適宜実施する。

・将来的に児童・生徒の減少が見込まれる場合は、適切な施設の規模とな

るよう努める。

講堂
を行う

80年
・屋根、防水シートについて計画的な補修を検討する。

教室棟
を行う

80年
・屋根について補修を検討する。

・屋上の植生や土砂の除去等、適切なメンテナンスを計画的に実施する。

講堂
を行う

80年
・屋根について補修を検討する。

・屋上の植生や土砂の除去等、適切なメンテナンスを計画的に実施する。

校舎( 教室棟・

管理棟) を行う
80年

・階段の滑り止め、排水管からの漏水については、早急な対応を行う。

・雨漏り跡やサビ汁等については、劣化の進行を監視し、適宜適切な対応

を行う。

・ドアパッキンや棚の修理・交換を検討する。

講堂
を行う

80年
・計画的な保全を適宜実施する。

上毛中学校

南吉富小学校

西吉富小学校
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①点検・診断等の実施方針 
 ̧施設管理者による日常点検や専門家による定期点検により、

不具合の早期発見に努め、老朽化の進行を防止します。 

②維持管理・修繕・更新等の実 

施方針(コスト縮減・平準化) 

 ̧予防保全型による維持管理を実施することで、施設の長寿命

化を図るとともに、財政負担の軽減や平準化に取り組みます。 

 ̧改修の際には、単に建設時の状態に戻すのではなく、現在の社

会的要請に応えた規模や機能を持った施設とします。 

③安全・耐震確保の実施方針 

 ̧定期的な点検や修繕により耐震性を維持します。 

 ̧避難所指定の建物については、災害時でも機能が麻痺すること

のないように、防災化を推進します。 

④長寿命化の実施方針 
 ̧ 予防保全型による維持管理を実施することで、施設の長寿命

化を図ります。 

⑤ユニバーサルデザイン化の実

施方針 

● トイレの洋式化等、ユニバーサルデザイン化を推進します。 

⑥統合や廃止の推進方針  ̧現時点での統合、廃止は予定しません。 

⑦施設の利活用に関する方針 
 ̧地域の拠点施設としての役割や利活用の方策について検討し

ます。 

 

 

 

  

【小学校】 

 ̧個別施設計画では、校舎・体育館とも計画的な保全・管理により長寿命化を図る計画です。 

 ̧校舎・教室棟は、昭和 62年(1987年)から平成 2年（1990年）の間に集中して整備されて

おり、その更新も集中することが予測されます。 

 ̧プールは、4小学校とも昭和 48年（1973年）から昭和 50年(1975年)の間に整備されてお

り、老朽化が進行しています。 

 ̧小学校講堂については、平成 27年度につり天井の耐震対策工事を実施しています。 

 ̧団体が行うスポーツ等の利用に小学校講堂を開放しています。 

【上毛中学校】 

 ̧校舎は、老朽化が進行しており、個別施設計画では、施設の更新を見据える計画です。 

 ̧中学校体育館は、平成 22年に建築されており、建築より年数が経っていないものの、サビ汁や亀

裂が一部で確認されています。 
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 ̧公営住宅は、11施設が配置されています。 

 ̧施設全体の延床面積は、10,954ｍ2であり、町が保有する公共施設(建築物)延床面積全

体の20.0%を占めています。 

 ̧公営住宅は、低廉な家賃で提供されており、住宅供給を促進しています。 

垂水団地 下唐原第 1団地 

緒方団地 照日台団地 

耐震

有無

垂水団地 4 904 0 1976 45 簡易防火 0 無し

下唐原第1団地 5 157 0 1971 50 木造 0 無し

照日台団地 8 2,076 0 1984 37 コンクリート・ブロック造 0 有り

緒方団地 5 1,338 0 1990 31 コンクリート・ブロック造 0 有り

上野地団地 7 1,102 0 1975 46 簡易防火 0 無し

新池団地 8 2,133 0 1991 30 コンクリート・ブロック造 0 有り

下唐原第2団地 1 259 0 1978 43 簡易防火 0 無し

下唐原第3団地 1 261 0 1981 40 鉄筋コンクリート造 0 無し

下唐原第4団地 2 268 0 1986 35 コンクリート・ブロック造 0 有り

野間住宅 11 1,436 0 1991 30 木造 0 有り

唐の里団地 12 1,020 0 1999 22 木造 0 有り

64 10,954 0 0 － － － － － －

※）建物毎のバリアフリー対応項目数を施設で合計した数

施設名称

施設情報 代表建物情報

建物

棟数

延床面積

(m 2)

指定

管理

避難所

指定

バリアフリー※）

（対応項目数）

建築

年度

経過

年数
主体構造

バリアフリー

（対応項目数）

公営住宅

合計

分類
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上野地団地 新池団地 

下唐原第 3団地 下唐原第 2団地 

下唐原第 4団地 野間住宅 

唐の里団地 
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出典：国土地理院タイル（単色地図）に施設位置を追記 
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公営住宅 11施設のうち、5施設は1981年の耐震基準改正前に建てられており、耐震性の確保

が必要です(類型⑦，⑧)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          ( )   

類型③ 修繕等の検討が必要となる施設

安全性は問題く、改修不要又は実施済みで、築30年未満の建築物

唐の里団地

0

1

2

3

①安全性

(耐震性）

②老朽化状況

(築年数）

③大規模改修

の実施状況

④バリアフリー

対応状況

⑤維持管理

の効率性

類型⑦ 耐震性の確保が必要な施設

新耐震基準以前に建築され、安全性の確保が必要な施設

垂水団地

0

1

2

3

①安全性

(耐震性）

②老朽化状況

(築年数）

③大規模改修

の実施状況

④バリアフリー

対応状況

⑤維持管理

の効率性

類型④ 老朽化が進行している施設

安全性は問題なく、大規模改修は実施済みだが、修繕等の検討が必要な施設

緒方団地、 新池団地、 野間住宅、

0

1

2

3

①安全性

(耐震性）

②老朽化状況

(築年数）

③大規模改修

の実施状況

④バリアフリー

対応状況

⑤維持管理

の効率性

類型⑤ 大規模改修の検討が必要な施設

照日台団地、 下唐原第4団地

安全性は問題ないが、築30年を経過し、大規模改修や建て替え等の検討が必

要な施設

0

1

2

3

①安全性

(耐震性）

②老朽化状況

(築年数）

③大規模改修

の実施状況

④バリアフリー

対応状況

⑤維持管理

の効率性

類型⑧ 耐震性の確保・老朽化対策が必要な施設

安全性の確保に加えて、老朽化が進行し、大規模改修や建替え等の検討が必

要な施設

下唐原第1団地、 上野地団地、 下唐原第2団地、 下唐原第3団地

0

1

2

3

①安全性

(耐震性）

②老朽化状況

(築年数）

③大規模改修

の実施状況

④バリアフリー

対応状況

⑤維持管理

の効率性
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入居 1戸当たりのコストは、平均で約 27万２千円/戸となっており、下唐原第 2団地、下唐原第

3団地、唐の里団地が比較的高い状況です。 

住宅面積当たりコストは、平均で約 2,261円/ｍ2であり、唐の里団地が約 9,000円/ｍ2と高くな

っています。 

 

 

 1 √╡≤ √╡─◖☻♩( )  

 

 

用途廃止予定の下唐原第 1~４団地、上野地団地、垂水団地、照日台団地については、新規入

居者を受け入れていないため、入居者数は減少しています。 

 

 ─ ( )  

 

  平成28年平成29年平成30年 令和1年 令和2年

垂水団地 5 5 5 5 2

下唐原第1団地 3 3 3 3 3

照日台団地 11 11 10 9 9

緒方団地 20 20 19 19 18

上野地団地 11 11 11 11 10

新池団地 28 28 28 27 27

下唐原第2団地 1 1 1 1 0

下唐原第3団地 1 1 1 1 1

下唐原第4団地 3 3 3 3 3

野間住宅 20 20 20 18 20

唐の里団地 12 12 12 12 12

施設名称
入居数
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上毛町営住宅長寿命化計画では、令和5年度（平成35年度・2023年度）の町営住宅供給

量を120戸とし、以下の活用方針としています。 

 

 

 

ₒ ₓ 

●基本的には、比較的新しい団地、住棟について修繕対応によって維持管理を行う。また、主に昭

和 50 年代以前に建設された住棟からなる64 戸については、賃貸期間中は修繕対応とし、将

来的に入居者が退去した後に用途廃止とする。 

●住棟の著しい老朽化により入居者の住環境の維持が困難になった場合には、まず他の団地への

住み替えにより対応することとし、ストック数の不足分については、空家バンク等を活用することで対

応するものとする。 

                           

 

 

計画目標年次(令和 5年度)における町営住宅の管理戸数は104 戸となり、これに空家バンク等

の活用分を加え、設定した町営住宅供給量を補うものとする。 

 

 

 

 ( )  

 

  

個別改善 修繕対応

下唐原第１団地 5 5 5

下唐原第２団地 1 5 5

下唐原第３団地 1 4 4

下唐原第４団地 2 4 4

上野地団地 6 24 10 14

唐の里団地 12 12 12

野間団地 10 20 20

垂水団地 4 16 16

照日台団地 7 30 14 16

緒方団地 5 20 20

新池団地 7 28 28

60 168 0 0 104 64合計

維持管理 用途廃止

入居者

退去後

ストック活用方針別戸数

大平

新吉

地区 団地名

現況

棟数 戸数 建替え
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①点検・診断等の実施方針 

 ̧施設管理者による日常点検により、不具合の早期発見に努

め、老朽化の進行を防止します。 

 ̧整備・管理に関する情報をデータベース化し、随時確認できる

仕組みを構築します。 

②維持管理・修繕・更新等の実 

施方針(コスト縮減・平準化) 

 ̧予防保全型による維持管理を実施することで、施設の長寿命

化を図るとともに、財政負担の軽減や平準化に取り組みます。 

③安全・耐震確保の実施方針  ̧耐震性の確認が取れていない古い施設から廃止の方針です。 

④長寿命化の実施方針 
 ̧予防保全型による維持管理を実施することで、施設の長寿命

化を図ります。 

⑤ユニバーサルデザイン化の実

施方針 

 ̧利用者のニーズに合わせ、手すりの設置や段差の解消等、ユニ

バーサルデザイン化を推進します。 

⑥統合や廃止の推進方針 

 ̧基本的には、昭和 50年代以前に建設された施設は、賃貸期

間中は修繕対応とし、入居者が退去した後に用途廃止としま

す。 

 ̧将来的には、入居者の希望による払下げも検討します。 

⑦施設の利活用に関する方針 
 ̧超高齢化社会や子育て支援等の多様な社会ニーズに対応し

た、的確な住宅供給を推進します。 

 ̧11施設のうち、５施設は耐震基準改正前に建てられており、耐震性が確認されていません。 

 ̧これまでは、家族向けの住宅を主に整備してきましたが、少子高齢化等の影響により、高齢単身

者が入居している場合も見られ、住宅の広さや間取り等について不便な状況が発生する可能性が

あります。 

 ̧上毛町営住宅長寿命化計画（計画期間：平成 26年度から令和 5年度）を策定し、予防

保全的管理、長寿命化に資する改善を推進しています。 
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 ─  

  

 ̧行政系施設は、庁舎等が２施設、消防施設が10施設、その他行政施設が1施設の合わせ

て13施設が配置されています。 

 ̧施設全体の延床面積は、7,426ｍ2であり、町が保有する公共施設(建築物)延床面積全体

の13.6%を占めています。 

                       

大平支所 

上毛町文化財センター 役場本庁 

耐震

有無

大平支所 3 2,873 〇 5 1994 27 鉄筋コンクリート造 5 有り

役場本庁 5 3,525 7 1977 44 鉄筋コンクリート造 1 有り

西友枝消防機庫 1 27 0 1975 46 コンクリート・ブロック造 0 無し

東上消防機庫 1 25 0 1994 27 簡易防火 0 有り

下唐原消防機庫 1 28 0 2013 8 簡易防火 0 有り

上唐原消防機庫 1 39 0 1975 46 コンクリート・ブロック造 0 無し

土佐井消防機庫 1 24 0 2006 15 簡易防火 0 有り

有野消防機庫 1 18 0 1999 22 木造 0 有り

東下消防機庫 1 36 0 2005 16 木造 0 有り

原井消防機庫 1 25 0 2001 20 木造 0 有り

第2分団消防車庫 2 46 0 1995 26 木造 0 有り

第1分団消防車庫 1 25 0 1977 44 鉄筋コンクリート造 0 有り

その他行政施設 上毛町文化財センター 1 735 0 1976 45 鉄筋コンクリート造 0 無し

20 7,426 0 1 － － － － － －

※）建物毎のバリアフリー対応項目数を施設で合計した数

建物

棟数

延床面積

(m 2)

指定

管理

避難所

指定

バリアフリー※）

（対応項目数）

建築

年度

経過

年数
主体構造

バリアフリー

（対応項目数）

分類 施設名称

施設情報 代表建物情報

消防施設

合計

庁舎等

不明 － 
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西友枝消防機庫 

下唐原消防機庫 

土佐井消防機庫 

東下消防機庫 

第 2分団消防車庫 

東上消防機庫 

上唐原消防機庫 

有野消防機庫 

原井消防機庫 

第 1分団消防車庫 
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出典：国土地理院タイル（単色地図）に施設位置を追記 
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役場本庁、第 1分団消防車庫は、築 30年以上と老朽化が進行しています(類型⑤)。 

上毛町文化財センター、西友枝消防機庫、上唐原消防機庫は、耐震性が確認できていません(類

汽水型⑧)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ( )  

 

  

類型② 機能面で改善の余地がある施設

安全性、老朽化は問題ないが、バリアフリーやコスト等ソフト面で改善の余地がある

施設

下唐原消防機庫

0

1

2

3

①安全性

(耐震性）

②老朽化状況

(築年数）

③大規模改修

の実施状況

④バリアフリー

対応状況

⑤維持管理

の効率性

類型⑤ 大規模改修の検討が必要な施設

安全性は問題ないが、築30年を経過し、大規模改修や建て替え等の検討が必

要な施設

役場本庁、 第1分団消防車庫

0

1

2

3

①安全性

(耐震性）

②老朽化状況

(築年数）

③大規模改修

の実施状況

④バリアフリー

対応状況

⑤維持管理

の効率性

類型⑧ 耐震性の確保・老朽化対策が必要な施設

安全性の確保に加えて、老朽化が進行し、大規模改修や建替え等の検討が必

要な施設

上毛町文化財センター、 西友枝消防機庫、 上唐原消防機庫

0

1

2

3

①安全性

(耐震性）

②老朽化状況

(築年数）

③大規模改修

の実施状況

④バリアフリー

対応状況

⑤維持管理

の効率性

類型③ 修繕等の検討が必要となる施設

安全性は問題く、改修不要又は実施済みで、築30年未満の建築物

大平支所、 東上消防機庫、 土佐井消防機庫、 有野消防機庫

東下消防機庫、 原井消防機庫、 第2分団消防車庫

0

1

2

3

①安全性

(耐震性）

②老朽化状況

(築年数）

③大規模改修

の実施状況

④バリアフリー

対応状況

⑤維持管理

の効率性
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消防施設はコストが発生していません。 

延床面積当たりのコストは、庁舎等で約 4~6千円/㎡、上毛町文化財センターで約 300円/㎡と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 √╡─◖☻♩( )  

 

 

 

役場本庁は、施設の更新や機能の移転・統合の検討が求められています。 

上毛町文化財センターは、更新・移転・廃止を総合的に検討することとなっています。 

 

 ( )  

 

 

  
大平支所 庁舎

を行う
80年

・中長期的な改修計画により施設や設備を保全する。

・周辺の沈下や崩落は、経過観察とするが、土砂の流出や舗装下の空洞

などが確認された場合は、適切な対策を講じる。

役場庁舎
を見据る

更新

を検討

・老朽化が進行しており（劣化指数77)、令和9年には耐用年数(50年）

を経過するため、施設の更新を検討する。

・更新に際しては、車庫棟、コミュニティ防災センターの機能も統合することを

検討する。

・現在発生している劣化については、費用対効果や更新時期も踏まえ適切

な対応を実施する。

・防災・安全面の不具合については早急に改善する。

役場庁舎増築

分 を行う
80年

・当面は、経過観察または簡易な補修・交換により対応する。

車庫棟
を検討する

－

・役場庁舎の更新に合わせた統合を検討する。

・当面の利用に関しては、車庫、書庫の利用に支障がないように保全する。

・階段の滑り止め等の危険個所については、早急な対応を行う。

コミュニティ防災

センター を検討する
－

・建設時より用途変更されている。また、令和4年に耐用年数（30年）を

経過するため、役場庁舎の更新に合わせた機能の移転を検討する。

・現在発生している劣化については、費用対効果を踏まえ適切な対応を実

施する。

上毛町文化財センター
上毛町文化財セ

ンター を総合的に検討
Ṩ

・利用状況や令和8年に耐用年数(50年）を経過することより、更新・移

転・廃止も含めたこれからの施設のあり方を総合的に検討する。

役場本庁

0.295 

6.076 

4.531 

0 2 4 6 8

上毛町文化財センター

役場本庁

大平支所

延床面積当たりコスト

平均3,634 円/㎡
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①点検・診断等の実施方針 
 ̧施設管理者による日常点検や専門家による定期点検により、

不具合の早期発見に努め、老朽化の進行を防止します。 

②維持管理・修繕・更新等の実 

施方針(コスト縮減・平準化) 

 ̧予防保全型の維持管理を実施することで、施設の長寿命化を

図るとともに、財政負担の軽減や平準化に取り組みます。 

③安全・耐震確保の実施方針 
 ̧災害時でも行政機能が麻痺することのないように、耐震化・防

災化を推進します。 

④長寿命化の実施方針 
 ̧予防保全型による維持管理を実施することで、施設の長寿命

化を図ります。 

⑤ユニバーサルデザイン化の実施

方針 

 ̧改修・更新等を行う際には、利用者ニーズや施設の状況を踏ま

え、ユニバーサルデザイン化を進めます。 

⑥統合や廃止の推進方針 
 ̧利用状況を適切に見定めた上で、機能の集約化や重点化を

検討します。 

⑦施設の利活用に関する方針 

 ̧行政サービスについては、インターネットや他の施設を窓口とした

提供を推進し、サービスの質の向上に努めると共に、業務コスト

の削減を行います。 

【庁舎等】 

 ̧役場本庁は、施設の更新や機能の移転・統合の検討が求められています。 

 ̧施設の安全性の確保や機能維持のため大規模改修による長寿命化を含め、総合的に検討する

必要があります。 

【消防施設（消防機庫）】 

 ̧西友枝消防機庫、上唐原消防機庫は、築年数が 40年以上と推定され、耐震性も確認されて

いません。 

【その他行政施設】 

 ̧上毛町文化財センターは、老朽化が進行しており、耐震性も確認されていないため、更新・移転・

廃止を総合的に検討する必要があります。 
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☻ⱳכ◄ꜞ◒꜠ה♠כ◦ꜛfi  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ☻ⱳכ◄ꜞ◒꜠ה♠כ◦ꜛfi ─  

 

  

 ̧スポーツ・レクリエーション系施設は、スポーツ施設が1施設、レクリエーション施設・観光施設が5

施設の合わせて6施設が配置されています。 

 ̧施設全体の延床面積は、5,993ｍ2であり、町が保有する公共施設(建築物)延床面積全体

の10.9%を占めています。 

道の駅しんよしとみ 

ふれあいの里ログハウス 

さわやか市「大平」 

健康増進施設 

大平楽 

牛頭天王公園トイレ 

耐震

有無

スポーツ施設 健康増進施設 1 1,319 〇 〇 0 1981 40 鉄筋コンクリート造 0 有り

道の駅しんよしとみ 6 1,137 〇 11 1999 22 鉄筋コンクリート造 3 有り

ふれあいの里ログハウス 13 539 〇 0 1995 26 木造 0 有り

大平楽 3 2,668 〇 4 2002 19 鉄筋コンクリート造 1 有り

さわやか市「大平」 1 267 〇 2 2000 21 木造 2 有り

牛頭天王公園トイレ 1 62 2 2020 1 木造 2 有り

25 5,993 5 1 － － － － － －

※）建物毎のバリアフリー対応項目数を施設で合計した数

主体構造
バリアフリー

（対応項目数）

合計

レクリエーション施設・

観光施設

建物

棟数

延床面積

(m 2)

指定

管理

避難所

指定

バリアフリー※）

（対応項目数）

建築

年度

経過

年数

分類 施設名称

施設情報 代表建物情報
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 ☻ⱳכ◄ꜞ◒꜠ה♠כ◦ꜛfi  

出典：国土地理院タイル（単色地図）に施設位置を追記 
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③建築物の基本情報 

健康増進施設は、大規模改修済みですが、築 30年以上と老朽化が進行しています(類型④)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ( ☻ⱳכ◄ꜞ◒꜠ה♠כ◦ꜛfi )  

 

  

類型① 大きな課題のない施設

建物性能が良好で大きな課題がみられない施設

牛頭天王公園トイレ

0

1

2

3

①安全性

(耐震性）

②老朽化状況

(築年数）

③大規模改修

の実施状況

④バリアフリー

対応状況

⑤維持管理

の効率性

類型④ 老朽化が進行している施設

安全性は問題なく、大規模改修は実施済みだが、修繕等の検討が必要な施設

健康増進施設

0

1

2

3

①安全性

(耐震性）

②老朽化状況

(築年数）

③大規模改修

の実施状況

④バリアフリー

対応状況

⑤維持管理

の効率性

類型③ 修繕等の検討が必要となる施設

安全性は問題く、改修不要又は実施済みで、築30年未満の建築物

道の駅しんよしとみ、 ふれあいの里ログハウス、 大平楽、 さわやか市「大平」

0

1

2

3

①安全性

(耐震性）

②老朽化状況

(築年数）

③大規模改修

の実施状況

④バリアフリー

対応状況

⑤維持管理

の効率性
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過去5年における利用者数をみると、大平楽が平均31万人、さわやか市「大平」が平均16万人、

道の駅しんよしとみが平均 15万 6千人と比較的多くの利用がなされている施設となっています。 

 

 ─ (☻ⱳכ◄ꜞ◒꜠ה♠כ◦ꜛfi )  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用者１人当たりのコストは、平均で1,036円/人、延床面積当たりのコストは、平均で7,741円

/㎡となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1 √╡≤ √╡─◖☻♩(☻ⱳכ◄ꜞ◒꜠ה♠כ◦ꜛfi )  

 

 

  

4.378 

0.004 

0.043 

0.578 

1.159 

0.056 

0千円2千円4千円6千円

利用者1人当たりコスト

平均1,036 円/人

20.548 

2.545 

5.112 

3.831 

6.741 

7.667 

0千円 10千円 20千円 30千円

牛頭天王公園トイレ

さわやか市「大平」

大平楽

ふれあいの里ログハウス

健康増進施設

道の駅しんよしとみ

延床面積当たりコスト

平均7,741 円/㎡

平成28年平成29年平成30年令和1年 令和2年 平均

スポーツ施設 健康増進施設 8,702 9,539 8,729 5,833 5,554 7,671

道の駅しんよしとみ 167,651 160,381 152,843 154,313 146,331 156,304

ふれあいの里ログハウス 3,389 3,527 4,102 3,940 2,927 3,577

大平楽 517,636 375,325 277,957 245,068 159,614 315,120

さわやか市「大平」 157,822 184,544 164,138 158,350 144,403 161,851

牛頭天王公園トイレ － － － － 291 291

施設名称用途

レクリエーション施設・

観光施設

利用者数(人）
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健康増進施設は、農業者トレーニングセンターと統合される計画です。 

道の駅しんよしとみ、ふれあいの里ログハウス、大平楽、さわやか市「大平」は、計画的な保全・管理に

より長寿命化を図ることとなっています。 

 

 

 ( ☻ⱳכ◄ꜞ◒꜠ה♠כ◦ꜛfi )  

  

健康増進施設 健康増進施設
統合後

80年

・社会体育施設（健康増進施設、農業者トレーニングセンター）を1館へ

統合する。

遺跡前物産館
を行う

80年
・経過観察もしくは簡易な修理・補修により対応する。

交流工芸館
を行う

80年

・排煙窓、ドアの鍵の修理を行う。

・空調の補修・修理・交換を検討する。

農産加工所
を行う

80年
・外壁ボード、空調の補修・修理・交換を検討する。

回廊
を行う

50年
・タープの補修・修理・交換を検討する。

あずまや
を行う

50年
・経過観察もしくは簡易な修理・補修により対応する。

コンテナハウス
を行う

60年
・経過観察もしくは簡易な修理・補修により対応する。

ふれあいの里ログハウス宿泊棟・管理棟
を行う

50年
・デッキの補修または撤去を検討する。

・屋根の補修を検討する。

温泉館
を行う

80年

・排煙窓の修理を行う。

・雨どいの修理を検討する。

・壁面のサビ汁については、温泉の影響が考えられるため、経過観察の上、

適切な対応を検討する。

トイレ
を行う

80年
・経過観察もしくは簡易な補修、交換により対応する。

さわやか市「大平」 直売所
を行う

50年
・排煙窓の修理を行う。

道の駅しんよしとみ

大平楽
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①点検・診断等の実施方針 
 ̧施設管理者による日常点検や専門家による定期点検により、

不具合の早期発見に努め、老朽化の進行を防止します。 

②維持管理・修繕・更新等の実 

施方針(コスト縮減・平準化) 

 ̧予防保全型の維持管理を実施することで、施設の長寿命化を

図るとともに、財政負担の軽減や平準化に取り組みます。 

③安全・耐震確保の実施方針 

 ̧定期的な点検や修繕により耐震性を維持します。 

 ̧避難所指定の施設については、災害時でも機能が麻痺すること

のないように、防災化を推進します。 

④長寿命化の実施方針 
 ̧予防保全型による維持管理を実施することで、施設の長寿命

化を図ります。 

⑤ユニバーサルデザイン化の実施

方針 

 ̧改修・更新等を行う際には、利用者ニーズや施設の状況を踏ま

え、ユニバーサルデザイン化を進めます。 

⑥統合や廃止の推進方針  ̧健康増進施設は、新体育館に統合されます。 

⑦施設の利活用に関する方針  ̧多様化するニーズに応えるような整備を検討します。 

【スポーツ施設】 

 ̧健康増進施設は、新体育館に統合されます。 

【レクリエーション施設・観光施設】 

 ̧牛頭天王公園トイレは、令和 2年度に新設されています。 

 ̧道の駅しんよしとみ、ふれあいの里ログハウス、大平楽、さわやか市「大平」は築 19~26年であり、 

計画的な保全・管理により長寿命化を図る必要があります。 
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 ̧保健・福祉施設は、図書館との複合施設である、げんきの杜の1施設が配置されています。 

 ̧施設全体の延床面積は、4,152ｍ2であり、町が保有する公共施設(建築物)延床面積全体

の7.6%を占めています。 

げんきの杜 

耐震

有無

保健・福祉施設 げんきの杜 2 4,152 〇 〇 5 1999 22 鉄筋コンクリート造 5 有り

分類 施設名称
主体構造

バリアフリー

（対応項目数）

施設情報 代表建物情報

建物

棟数

延床面積

(m 2)

指定

管理

避難所

指定

バリアフリー※）

（対応項目数）

建築

年度

経過

年数

※）建物毎のバリアフリー対応項目数を施設で合計した数
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ה    

出典：国土地理院タイル（単色地図）に施設位置を追記 
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げんきの杜は、築 22年を経過しており、設備等の修繕が必要な施設となっています(類型③)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ( ה )  

 

 

利用者数は、令和 1年度までは、10万人程度でしたが、新型コロナウイルス感染症が発生した令

和 2年度には、1万人程度と大きく減少しました。 

 

 ─ ( ה )  

 

 

 

 

 

 

 

利用者１人当たりのコストは、476円/人、延床面積当たりのコストは、9,042円/㎡となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1 √╡≤ √╡─◖☻♩( ה )  

 

  

類型③ 修繕等の検討が必要となる施設

安全性は問題く、改修不要又は実施済みで、築30年未満の建築物

げんきの杜

0

1

2

3

①安全性

(耐震性）

②老朽化状況

(築年数）

③大規模改修

の実施状況

④バリアフリー

対応状況

⑤維持管理

の効率性

平成28年平成29年平成30年令和1年 令和2年 平均

げんきの杜 93,942 100,041 97,244 91,565 11,531 78,865

施設名称
利用者数(人）

0.476 

0.0千円0.2千円0.4千円0.6千円

利用者1人当たりコスト

9.042 

0千円 5千円 10千円

げんきの杜

延床面積当たりコスト

60 



 

 

 

計画的な保全・管理により長寿命化を図ることとなっています。 

 

 

 ( ה )  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①点検・診断等の実施方針 
 ̧施設管理者による日常点検や専門家による定期点検により、

不具合の早期発見に努め、老朽化の進行を防止します。 

②維持管理・修繕・更新等の実 

施方針(コスト縮減・平準化) 

 ̧予防保全型の維持管理を実施することで、施設の長寿命化を

図るとともに、財政負担の軽減や平準化に取り組みます。 

③安全・耐震確保の実施方針 
 ̧災害時でも機能が麻痺することのないように、耐震化・防災化を

推進します。 

④長寿命化の実施方針 
 ̧予防保全型による維持管理を実施することで、施設の長寿命

化を図ります。 

⑤ユニバーサルデザイン化の実

施方針 

 ̧改修・更新等を行う際には、利用者ニーズや施設の状況を踏ま

え、ユニバーサルデザイン化を進めます。 

⑥統合や廃止の推進方針 
 ̧浴場については、利用を停止しており、福祉サービスの向上を図

るため、改修を検討します。 

⑦施設の利活用に関する方針  ̧多様化するニーズを適切に把握し、利活用を促進します。 

 ̧浴場は使用を停止しており、福祉サービスの向上を図るため、改修を検討します。 

 ̧災害時等の避難所に指定されています。 

本館
を行う

80年

・開閉しない排煙窓等の安全・防災に関する箇所は至急改善する。

・使用を停止した浴場について今後の方針を検討する。

・建物南側の洗堀・沈下は経過観察とするが、法面の崩壊や流出が確認

された場合は、適切な対策を講じる。

駐車棟
を行う

60年
・当面は、経過観察もしくは簡易な補修、交換により対応する。

げんきの杜

61 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ─  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ̧町民文化系施設は、集会施設3施設、文化施設３施設の合わせて6施設が配置されていま

す。 

 ̧施設全体の延床面積は、3,413ｍ2であり、町が保有する公共施設(建築物)延床面積全体

の6.2%を占めています。 

唐原コミュニティセンター 

中央公民館支館（懐旧館） 

耐震

有無

唐原コミュニティセンター 1 548 〇 5 2007 14 鉄筋コンクリート造 5 有り

中央公民館支館（懐

旧館）
3 936 4 1929 92 木造 1 無し

西吉富コミュニティセン

ター
1 572 〇 5 1993 28 鉄筋コンクリート造 5 有り

田舎暮らし研究交流サ

ロン
3 155 0 1975 46 木造 0 無し

西友枝体験交流セン

ター（ゆいきらら）
4 926 〇 3 1955 66 簡易防火 1 有り

陶芸教室 3 275 0 1997 24 鉄骨造 0 有り

15 3,413 1 2 － － － － － －

※）建物毎のバリアフリー対応項目数を施設で合計した数

集会施設

文化施設

合計

建物

棟数

延床面積

(m 2)

指定

管理

避難所

指定

バリアフリー※）

（対応項目数）

建築

年度

経過

年数
主体構造

バリアフリー

（対応項目数）

分類 施設名称

施設情報 代表建物情報
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田舎暮らし研究交流サロン 

西友枝体験交流センター（ゆいきらら） 

西吉富コミュニティセンター 

陶芸教室 
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出典：国土地理院タイル（単色地図）に施設位置を追記 
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西友枝体験交流センター（ゆいきらら）及び田舎暮らし研究交流サロンは、古い施設ですが、大規

模改修を実施し、利活用されています(類型④，⑦)。中央公民館支館（懐旧館）は、耐震基準改

正以前の建築であり、耐震性が確認できていません(類型⑧)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      ( )   

類型② 機能面で改善の余地がある施設

安全性、老朽化は問題ないが、バリアフリーやコスト等ソフト面で改善の余地がある

施設

唐原コミュニティセンター

0

1

2

3

①安全性

(耐震性）

②老朽化状況

(築年数）

③大規模改修

の実施状況

④バリアフリー

対応状況

⑤維持管理

の効率性

類型④ 老朽化が進行している施設

安全性は問題なく、大規模改修は実施済みだが、修繕等の検討が必要な施設

西友枝体験交流センター（ゆいきらら）

0

1

2

3

①安全性

(耐震性）

②老朽化状況

(築年数）

③大規模改修

の実施状況

④バリアフリー

対応状況

⑤維持管理

の効率性

類型⑧ 耐震性の確保・老朽化対策が必要な施設

安全性の確保に加えて、老朽化が進行し、大規模改修や建替え等の検討が必

要な施設

中央公民館支館（懐旧館）

0

1

2

3

①安全性

(耐震性）

②老朽化状況

(築年数）

③大規模改修

の実施状況

④バリアフリー

対応状況

⑤維持管理

の効率性

類型⑦ 耐震性の確保が必要な施設

新耐震基準以前に建築され、安全性の確保が必要な施設

田舎暮らし研究交流サロン
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類型③ 修繕等の検討が必要となる施設

安全性は問題く、改修不要又は実施済みで、築30年未満の建築物

西吉富コミュニティセンター、 陶芸教室
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延床面積当たりのコストは、平均で 3,611円/㎡となっています。西友枝体験交流センター（ゆいき

らら）は、指定管理者により管理・運営されており、町は日常的な維持管理に関する費用は負担してい

ません。陶芸教室は、利用を停止しており、費用は発生していません。 
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唐原コミュニティセンター、西友枝体験交流センター（ゆいきらら）、西吉富コミュニティセンターは、計

画的な保全・管理により長寿命化を図ることとなっています。 

中央公民館支館（懐旧館）は、更新・移転・廃止を含めた今後のあり方を総合的に検討することと

なっています。 
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唐原コミュニティセンター
コミュニティセン

ター を行う
80年

・排煙窓の修理やハンドル位置の変更を行う。

・照明器具のLED化について検討する。

体験交流施設

( 旧校舎・幼稚

園舎)
を行う

－

・雨どいを含め、施設全体について計画的な点検、清掃、交換を実施す

る。

・外壁補修を検討する。

体験交流施設

(旧講堂) を行う
－

・施設全体について計画的な点検、清掃、交換を実施する。

体験交流施設

( 旧校舎・幼稚

園舎)
を行う

－

・施設全体について計画的な点検、清掃、交換を実施する。

・外壁補修を検討する。

中央公民館支館（懐旧館） 公民館
を総合的に検討

Ṩ

・施設の損傷が著しいことから、更新・移転・廃止も含めたこれからの施設の

あり方を総合的に検討する。

・シルバー人材センター、講堂以外の場所については、劣化が著しく危険で

あるため、立入禁止等の措置を行う。

西吉富コミュニティセンター
コミュニティセン

ター を行う
80年

・照明器具のLED化について検討する。

西友枝体験交流センター

（ゆいきらら）

0.000 

1.438 

4.369 

7.766 

0.956 

7.135 

0千円 5千円 10千円

陶芸教室

西友枝体験交流センター（ゆいきらら）

田舎暮らし研究交流サロン

西吉富コミュニティセンター

中央公民館支館（懐旧館）

唐原コミュニティセンター

延床面積当たりコスト

平均3,611 円/㎡
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①点検・診断等の実施方針 
 ̧施設管理者による日常点検や専門家による定期点検により、

不具合の早期発見に努め、老朽化の進行を防止します。 

②維持管理・修繕・更新等の実 

施方針(コスト縮減・平準化) 

 ̧予防保全型の維持管理を実施することで、施設の長寿命化を

図るとともに、財政負担の軽減や平準化に取り組みます。 

③安全・耐震確保の実施方針 

 ̧コミュニティセンターの防災を推進します。 

 ̧建物や利用状況を把握し、適切な修繕を施すことで安全性を

確保します。 

④長寿命化の実施方針 
 ̧予防保全型による維持管理を実施することで、施設の長寿命

化を図ります。 

⑤ユニバーサルデザイン化の実施

方針 

 ̧改修・更新等を行う際には、利用者ニーズや施設の状況を踏ま

え、ユニバーサルデザイン化を進めます。 

⑥統合や廃止の推進方針 
 ̧中央公民館支館（懐旧館）、田舎暮らし研究交流サロンにつ

いて今後の在り方を検討します。 

⑦施設の利活用に関する方針 
 ̧中央公民館支館（懐旧館）、田舎暮らし研究交流サロンにつ

いて今後の在り方を検討します。 

【集会施設】 

 ̧中央公民館支館（懐旧館）は、老朽化が進行しており、今後の在り方を総合的に検討する必

要があります。 

 ̧コミュニティセンター（唐原・西吉富）は、災害時等の避難所に指定されています。 

【文化施設】 

 ̧田舎暮らし研究交流サロンは、現在休止しており、今後の在り方について協議中です。 

 ̧西友枝体験交流センターは、昭和 50年に建築された旧学校施設を平成 23年に大規模改修

し、利活用しています。 
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